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e
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の
り
子
の
週
刊
日
誌
―
主
な
も
の
ー 

１
２
月
４
日 

市
駅
／
吉
宗
像
前
宣
伝 

議
案
調
査 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
学
習
会 

５
日 

あ
ざ
み
の
会
懇
親
会 

 
 
 

６
日 

会
議 

 
 
 

７
日 

議
案
調
査
、
原
発
ゼ
ロ
に
す
る
県
民
の 

 

会 

 
 
 

８
日 

一
般
質
問
日 

 
 
 

９
日 

 

同
右 

 
 

１
０
日 

 

同
右 

 

無
料
生
活
相
談
日 

 

 

 

 

 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
新
３
本
の
矢
が
「
強

い
経
済
」
「
子
育
て
支
援
」
「
安
心
で
き

る
社
会
保
障
」
と
聞
い
た
と
き
、『
お
ち

ょ
く
っ
て
ん
の
か
』
と
思
い
ま
し
た
。

「
強
い
大
企
業
」
「
子
育
て
妨
害
」
「
絶

望
の
社
会
保
障
」
が
正
し
い
の
で
は
な

い
か
。 

特
に
社
会
保
障
は
改
悪
の
一
途
。
１

０
月
に
財
務
省
は
医
療
、
介
護
、
年
金
、

生
活
保
護
な
ど
６
４
項
目
に
の
ぼ
る
社

会
保
障
の
改
悪
メ
ニ
ュ
ー
を
打
ち
出

し
、
来
年
度
予
算
で
も
社
会
保
障
関
係

費
の
自
然
増
を
大
幅
に
抑
制
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

財
務
省
の
役
人
と
話
し
て
感
じ
る
の

は
、
お
金
が
な
い
の
で
は
な
く
、
社
会

保
障
に
お
金
を
使
う
気
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
財
務
省
が
導
入
を
め
ざ
す

「
外
来
時
定
額
負
担
金
」
は
そ
の
典
型
。

病
院
の
外
来
受
診
時
に
、
現
在
の
３
割

な
ど
の
定
率
負
担
に
加
え
１
０
０
円
や

２
０
０
円
と
い
っ
た
一
定
額
を
窓
口
で

徴
収
す
る
制
度
で
す
。
高
齢
者
や
慢
性

疾
患
の
人
な
ど
、
通
院
回
数
の
多
い
人

ほ
ど
重
い
負
担
な
り
ま
す
。
制
度
の
第

一
の
ね
ら
い
は
受
診
抑
制
を
は
か
る
こ

と
。
第
二
は
た
だ
金
を
出
せ
、
医
療
財

政
に
カ
ン
パ
し
ろ
と
い
う
こ
と
で
す
。

タ
チ
の
悪
い
社
会
保
障
の
理
念
と
は
無

縁
の
財
源
論
で
す
。
し
か
も
少
額
だ
か

ら
と
い
っ
て
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
最

初
は
少
額
で
も
、
い
っ
た
ん
こ
の
制
度

が
導
入
さ
れ
れ
ば
５
０
０
円
、
１
０
０

０
円
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
に
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
大
体
、
カ
ン
パ
と
い
う
も

の
は
、
最
初
は
「
小
銭
で
結
構
で
す
」

と
い
い
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
図
々
し
く

な
っ
て
、「
音
の
し
な
い
お
金
を
」
と
な

る
も
の
で
す
。 

こ
れ
以
上
、
安
倍
内
閣
の
暴
走
を
許

せ
ば
、
社
会
保
障
の
制
度
も
理
念
も
崩

壊
し
て
い
く
と
思
い
ま
し
た
。 

  

１１月３０日、無抵抗の住民を排除す

る機動隊（右側の黒い集団）。国民の税金

で「１泊２万円の高級リゾートホテルで

豪遊」などとネットで書かれています。 

「座り込む市民の両脇を抱えて

排除する際に『豚１匹確保』と暴

言を吐き侮辱するのです」（「沖縄

タイムス」）。写真のヨコ幕はそれ

に抗議しているものです。  

１１月２５日県主催で沖縄県糸満市の「紀

乃国之塔」において県出身沖縄・南方諸地

域戦没者追悼式が行われました。 

 県議団で参加し、翌日は辺野古米軍ゲート

前と名護市役所に立寄りました。共産党の市

会議員の仲里さんからは議会の様子など説

明を受け、稲嶺市長にもごあいさつすること

ができました。 

 午前６時暗い中、宿舎を出発しゲート前に

つく頃は次第に辺りは明るくなってきました。

キャンプシュワブの中から柵のような物をもっ

た機動隊員や車両が次々と出てきて、ゲート

前に座り込みを続けている市民を３人・４人が

かりで両足まで抱え、車両の前後の鉄柵に

かこわれた歩道に推し込めていきました。市

民を排除し、工事車両を通して行きました。 

 翁長知事が埋め立て承認取り消しをしてい

るのに前知事の承認を盾に工事を強行して

いる安倍政権は犯罪的です。その姿をもっと

もっと伝えて行く責任を感じています。連帯を

築いて行く力をもっともっと大きくして行きた

いと思います。       （奥村のり子） 

◆写真は奥村・松阪県議のブログにたくさ

ん掲載しています。ぜひご覧下さい。 

座り込み部隊の前で３県議 

稲峰進名護市長（中央）とともに 

座り込み部隊をゴボウぬきする機動隊 
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